
植物 防疫所

病害虫情報

ISSNO389-0392

No.39

1992.11.15

乾燥牧草の輸入動向と植物検疫

わが国は、家畜の濃厚飼料原料としてトウモロ

コシ、モロコシ、ムギ類などを外国から大量に輸

入しているが、粗飼料については国内で生産され

る飼料作物や稲わらなどで自給していた。

しかし、近郊酪農家周辺の急速な都市化や労働

力不足のため、粗飼料の生産量が低下してきてい

る。このような状況の中で、最近の円高によって、

比較的安価に乾燥

牧草が輸入できる

ようになっている。

特に米国の西海岸

を中心に良質の乾

燥牧草が安定生産

されており、乾燥

牧草の輸入依存率

が年々高まってき

ている。

輸入動向　乾燥牧

草の輸入数量の推

移は、棒グラフの

とおりで、1979年

は約8万トンであっ

たが、10年 後の

1989年 には10倍 の79万 トンに達し、1991年 は過去

最高の123万 トンと大幅に増加している。

1991年 の生産国別輸入割合は円グラフのとおり

である。これによると、主な輸入先は米国、豪州、

中国、インドネシア、タイ、カナダの6か 国で、

特に米国からの輸入量が80%近 くを占めている。

わが国に輸入されている乾燥牧草の種類は、米

国からのスーダングラス、アルファルファ、チモ

シー、ライグラス類、バミューダグラス、フェス

ク類、豪州からのオート、スーダングラス、カナ

ダからのチモシー、アルファルファ、中国からの

ヨウソウ(羊 草)、 コソウ(湖 草)、 インドネシア

及びタイからのサトウキビの茎葉などである。

これらの乾燥牧草は強く圧縮されて40～50kg

の束になっており、ほとんどが海上コンテナーで

輸入されているが、中国からは本船積貨物として

輸入されている。

植物検疫の現状　わが国は、ムギ類の大害虫であ

るヘシアンバエを輸入禁止対象害虫に指定してお

り、北アメリカ、

ヨーロッパ、ニュー
ジーランド、旧ソ

連などの発生国か

らは、本虫の寄主

植物であるオオム

ギ属、コムギ属、

ライムギ属及びカ

モジグサ属植物の

茎葉の輸入を禁止

している。

米国産乾燥牧草

の輸入は昭和50年

代前半から始った

が、牧草の中に輸

入禁止品であるム

ギ類やカモジグサ属植物の茎葉が混入し、返送に

なる事例が多発した。このため、米国はヘシアン

バエを完全殺虫する消毒技術の開発に着手し、燐

化水素を使用してヘシアンバエを完全殺虫する消

毒技術を確立した。これを受けて日本は、1979年

6月 から燐化水素によるくん蒸を条件に米国産乾

燥牧草に混入しているむぎわら及びカモジグサ属

植物の輸入解禁措置を講じた。

この制度により米国から輸入されている条件付

き乾燥牧草の輸入数量は初年には約1.5万 トンで

あったが、近年は8～9万 トン前後で推移してい

る。また、条件付き乾燥牧草の種類はチモシーが

米国カリフォルニア州での牧草栽培風景



乾燥牧草の輸入量の推移

90%を 占めており、その他にアルファルファ、オー

チャードグラスがある。

乾燥牧草の輸入検査で発見される害虫は、メイ

ガ類、カメムシ類、ヒメマキムシ類、コキノコム

シ類、シバンムシ類、ヒラタムシ類、ゴミムシダ

マシ類などで、そのほとんどが貯穀害虫である。

1991年 における害虫付着による不合格数量は

4.3万 トンで、輸入数量の3.5%で ある。このよう

に不合格率が低いのは、輸入関係者が自主的に燐

1991年 乾燥牧草生産国別輸入実績

化水素でくん蒸を実施してきているためである。

しかし、中国から輸入されるヨウソウとコソウで

は40%以 上が不合格になり、くん蒸処理、廃棄又

は返送措置がとられている。

諸外国からの乾燥牧草の輸入量は、今後ますま

す増加することが予想されており、植物防疫所で

は海外からの病害虫の侵入を防ぐため、輸入検査

に当たっては慎重かつ精密な検査を実施するとと

もに、検査技術の向上に努めている。

乾燥牧草の集荷風景 コンテナーヤードでの検査風景
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